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社編集局商品部長。  

牛村 商品先物取引は昨年、全国の売買高が  

1億枚を突破し、大きく伸びました。向こう  

数年間を展望しても原油をはじめ数々の新し  

い上場商品の計画があ・ります。同時に世界的  

なIT草ノ命のうねりが商品先物市場でも高ま  

っております。高橋さんからIT時代の商品先  

物市場についてお話しください。  

IT化で新たなリスク  

日本経済新聞社主催「第8回日経商品先物  

シンポジウム」は「ITで変わる先物取引の現  

状と展望」をテーマに3月6日、日経ホール  

で開かれた。その中のパネル討論では「ITは  

先物取引をどう変えるか」と題し、市場関係  

者と学識経験者が議論督繰り広げたこ以下は  

その抜粋である。   

出席者は高橋進（日本総合研究所調査部  

長）、中澤忠義（東京工業品取引所理事長）、森  

賽孝郎（東京穀物商品取引所理事長）、純金朝  

生（日本商品先物振興協会理事・づ、林洋行会  

長）の各氏で、司会は牛村幹男日本経済新聞  高橋 過去2、3年は電子商取引の揺藍期と  

すると、向こう2、3年は拡大期に入ってい  

く気がします。企業同士のBtoB取引と企業  

と個人のBtoC取引が主流ですが、BtoBの  

2000年の市場規模は釣22兆円。過去2年間で  

倍増しています。  

IT化が進み、 

業は生き残るチャンスが出てく 

しいリスクを抱えるようになり 

取引の進展で新ししヾマーケットが生まれると  

ともに、リスクコントロールが課題になりま  

す。この辺から商品先物市場とつながってく  高橋 逸民  
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